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１ 総 括 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中にありましたが、

年間目標入園者数を５２万人に設定して運営を開始しました。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の第４波の影響で、入園制限やイ

ベントの中止などがあり、ゴールデンウィークを含む４月から７月までの入園

者数は計画を大幅に下回りました。その後は、新型コロナウイルス感染症の影

響を受けつつも入園者数は回復傾向となり、１２月には入園者数が８万１千人

余と１２月としては過去最多となりましたが、結果として年間入園者数は、４

８万６千人余にとどまりました。 

公益目的事業では、花の大温室フローラルプレイスで５つのフラワーショー

を開催し、ガーデンルームでは、パイナップルの仲間展等の特別展示を５回、

シェードガーデン等の企画展示を３回実施しました。その他に、地域の産業振

興活性化を兼ねたイベントとしてフラワーマルシェ㏌デンパークを季節ごとに

年４回開催しました。

四季イベントでは、秋穫祭において、恒例の仲秋のあかり祭を前年より１日

多い７日間実施し、ウィンターフェスティバルにおいて、イルミネーションと

花火ショーをコラボレーションさせて、例年に比べて大幅にパワーアップした

結果、多くの方が来園されました。

体験講座では、団体の体験者が令和２年度から微増するも不振が続きました

が、週末開催の個人向け体験は好調に推移しました。また、地元農産物等を使

用した体験として、安城産のいちごを使用したいちご大福作り体験教室や和泉

そうめんを使用した流しそうめん体験を開催しました。

収益事業では、催事企画「くまのがっこう展」や「猫のダヤン展」などを開

催し、併せて関連グッズなどの販売を実施しました。直営店「カフェ＆ブロム

スター」や屋外バーベキュー場「ピクニック」では、地元食材を活かした新メ

ニューを開発するなど地産地消を意識した活動を実施するとともに、市内事業

者と共同してデンパークオリジナルおみやげ「いちじくガトーバー」を新規開

発しました。また、屋外型恐竜展示「ディノランド」の管理運営を行いまし

た。

以上の結果、経常収益では、前年度に比べ５，２９２万円余増の６億９,９３

０万円余となりました。

経常費用は、経費節減に努める一方、新型コロナウイルス感染症の影響が落

ち着きをみせる頃に合わせて、入園者の増加を図るために積極的な広告宣伝を

行うなど活動した結果、５，４６５万円余増の６億９，９１８万円余となりま

した。

合計しますと、令和３年度は僅かですが１５万円余の増益となり、正味財産

期末残高は、２億２，５９６万円余となりました。

令和４年度は、デンパーク開園２５周年、安城市の市制施行７０周年の節目

の年に当たります。引き続き新型コロナウイルス感染症対策をしっかりと行い、

関係諸機関の協力を得ながら、職員一丸となり、デンパークが更に魅力あふれ

る公園となるよう取り組んでまいります。
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２ 理事会の開催 

開催年月日 議 事 備考 

令和３年 ５月１０日 

第１号議案 

令和２年度事業報告及び決算について 

第２号議案 

令和３年度第１回評議員会招集について 

（決議省略によるもの） 

可決 

可決 

令和３年 ５月２８日 

第３号議案 

代表理事及び常務理事の選任について 

（決議省略によるもの） 

可決 

令和３年 ９月１６日 

第４号議案 

令和３年度補正予算（第１号）について 

第５号議案 

令和３年度第２回評議員会招集について 

（決議省略によるもの） 

可決 

可決 

令和４年 ２月１６日 

第６号議案 

令和３年度補正予算（第２号）について 

第７号議案 

安城産業文化公園の管理に関する規程の一部を

改正する規程の制定について 

第８号議案 

令和４年度事業計画及び収支予算等について 

第９号議案 

 令和３年度第３回評議員会招集について 

（決議省略によるもの） 

可決 

可決 

可決 

可決 
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３ 評議員会の開催 

開催年月日 議 事 備考 

令和３年 ５月２８日 

第１号議案 

令和２年度事業報告及び決算について 

第２号議案 

理事の選任について 

第３号議案 

 監事の選任について 

第４号議案 

 評議員の選任について 

（決議省略によるもの） 

可決 

可決 

可決 

可決 

令和３年１０月 ８日 
第５号議案 

評議員の選任について 

可決 

令和４年 ３月１６日 

報告事項 

令和３年度補正予算（第２号）について 

安城産業文化公園の管理に関する規程の一部を

改正する規程の制定について 

令和４年度事業計画及び収支予算等について 

- 
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４ 事業実績

（１）事業体系図

公
益

目
的
事
業

(公益目的事業１) 

公の施設を活用して、都市と農村と

の交流の場と機会及び憩いと安らぎ

の場と機会を提供するとともに、農

業を始めとする産業の振興に寄与す

るための機会を提供する事業 

(1)都市と農村との交流及び憩

いと安らぎの場の提供事業

(公益目的事業２) 

地域の環境、特性に合う植物の育

成研究及び品種改良に関する事業 

(2)都市と農村との交流の機会

の提供事業

(3)憩いと安らぎの機会の提供

事業

(4)農業を始めとする産業の振

興に寄与するための機会の

提供事業

(9)直営店舗での販売事業

(5)地域の環境・特性に合う新

品種導入に関する研究

(6)地域の環境・特性に合う植

物の改良・保存

(7)希少品種及びオリジナル品

種の育成・研究

(8)特定植物保全拠点園として

の植物収集・保全

(10)販売委託事業

(収益事業) 

物品販売に関する事業 

収
益
事
業
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担当

施設係　道の駅の管理 ・施設の保守点検等

【見本園の管理】
・見本園（ナシ、ギボウシ、サルビア等

）の維持管理
・トピアリーの作成管理
・１年草花壇の設計、管理

【花の大温室でフラワーショーを開催】
・アーリーサマーフラワーショー

4/10～ 5/31
・トロピカルフラワーショー

6/ 5～ 9/27
・ハロウィンフラワーショー

10/ 2～11/ 8
・クリスマスフラワーショー

11/13～ 1/17
・スイートフラワーショー

1/26～ 4/ 4

・ガーデンルームの特別展示（５回）
「エキウム展」、「ペラルゴニューム
展」、「パイナップルの仲間展」、「
トウガラシ展」、「ツバキ展」

　屋外花壇、見
本園及び大温室
等の花展示の設
計施工管理

緑地係

（２） 事業別実績

目  的

区 分 主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

　公園内の樹木
、芝生及び建物
等の管理

緑地係

・魅力ある植栽エリアへリニューアルの
検討　1か所（サマースノーボーダー
など）

・植物名のラベル作成、取付け（年間
100枚）

・品種不明植物の調査及びラベル作成、
取付け（年間20枚）

施設係

・施設の保守点検、樹木及び芝生の適正
維持管理等

・建物及び設備の老朽化対策
トイレ洋式化工事及び洗浄水配管

　整備工事に係る工程の調整及び安全
　対策

・ジャブジャブ池水遊び場の水質管理

（１） 都市と農村との交流及び憩いと安らぎの場の提供事業（公益目的事業１）

・安全で安心して遊んでいただくための
管理を実施

　　水質検査（業者）　5回/年
　　消毒検査（直営）　2回/日
　　池底高圧洗浄　 　 7回/年

・建物の施錠、清掃（日常清掃及び定期
清掃）の実施

・駐車場等屋外清掃の実施
・空調設備等各設備保守点検の実施

・見本園（ナシ、ギボウシ、サルビア等
）の維持管理

・トピアリー（花、ヒヨコ、豚の親子等
）の作成管理

・1年草花壇のデザイン設計、管理（年5
回植替え）

・計画どおりフラワーショーを実施
アーリーサマーフラワーショー
4/10～ 5/31
トロピカルフラワーショー
6/ 5～ 9/27
ハロウィンフラワーショー
10/ 2～11/ 8
クリスマスフラワーショー
11/13～ 1/17
スイートフラワーショー
1/26～ 4/ 4

・計画どおり特別展示を実施
「エキウム展」
4/17～ 5/10
「ペラルゴニューム展」
5/15～ 6/14
「パイナップルの仲間展」
7/17～ 9/13
「トウガラシ展」
9/18～11/29
「ツバキ展」
3/ 5～ 4/18

実　績

・サマースノーボーダー改修に向け、植
栽の一部を整理

・ティンクルガーデン改修の基本計画を
完了

・樹名板の作成・設置　106枚

・不明植物の調査実施　22種類判明（う
ち20枚ラベル取付済）

・緑地管理、駐車場管理、施設保守点検
等（遊具、電気、汚水処理施設等）

・大型木製遊具
リーチ･フォー･ザ･スカイ修繕

・ローラー滑り台スカイスライダー修繕

・トイレ洋式化、中水配管整備工事
休園日を活用すると共に、案内看板等
の安全対策を施し工事を完了
園内トイレは、全て洋式化、ウォシュ
レット対応

・建物内トイレの手洗いを自動水栓型に
取替え

  指定管理者として受託した安城産業文化公園及び道の駅デンパーク安城を広く
市民に提供し、都市と農村との交流及び憩いと安らぎの場を安定的に確保して、
潤いとゆとりのある快適な社会環境を体感、体験することによって、地域社会の
健全な発展を目指す。
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担当

・ガーデンルームの企画展示（3回）
シェードガーデン、ホワイトガーデ

ン＆シルバーリーフ展、スプリングガ
ーデン

・植物の見ごろに合わせた植物情報の提
供

見ごろの植物説明パネル設置50回
（うち新規設置10回）

・花壇や温室展示のコンセプトを伝える
現地表示

　　屋外花壇12回、温室13回

運営
企画係

・広告宣伝方法の見直し
新聞・情報誌による広告宣伝手法か

らＷＥＢ広告の活用を強化

・園内案内アプリ導入に向けた調査・
検討
スマホアプリ導入により園内案内が

　できるようなシステムを検討
・入園業務全般のＩＴ化推進

チケット発券から売上集計まで一連
業務を調査し、次のステップを踏まえ
た機器の選定

・企業、各種団体の積極的な誘致
企業等の周年、福利厚生イベント及

び展示会等での利用を提案

・集客イベント内容の見直し
一過性のステージイベントから、ア

クティビティ体験やクイズラリーなど
園全体を活用したイベントの強化

・集客力のある帯イベントの開催
ステージイベントのない平日でも来

ていただけるような帯イベントの開催

　屋外花壇、見
本園及び大温室
等の花展示の設
計施工管理

緑地係

区 分 主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

　公園の運営

・計画通り展示企画を実施
「シェードガーデン」
6/19～7/12
「ホワイトガーデン＆シルバーリーフ
展」
12/ 4～1/17
「スプリングガーデン」
1/29～2/28

実　績

・水のステージにおいて、アクティビテ
ィ体験イベント（バンジートランポリ
ン、アクアチューブ、恐竜迷路など）
を年間を通して開催

・年間を通して園内全体を利用したクイ
　ズラリーの開催
  　うんち仮面からの挑戦状（超初級･
　初級･中級）
　 4/ 1～ 8/31
  　うんち仮面からの挑戦状（初級・中
　級･上級）
　 9/ 4～ 3/ 7

・くまのがっこう展　旅するジャッキー
マーケット
4/ 1～ 5/17

・花の宮廷画家ルドゥーテの美しきバラ
と花々の世界
5/22～ 7/12

・恐竜迷路第１弾
7/17～ 8/31

・恐竜迷路第２弾
9/ 2～11/ 8

・タシルのなぞときマルシェ
11/13～ 2/28

・シルバニアファミリーわくわく♪ピク
ニック
3/12～ 3/31

・あそボーネの年間利用者数　24,957人
・人気のあるトランポリンを更新

・入園ゲートでの検温、園内でのマスク
着用の協力依頼、手指の消毒アルコー
ルの設置等、感染防止策の取組を継続

・無料休憩所の机にアクリル板を設置
・あいスタ認証制度をテナントを含むデ

ンパーク内の飲食店で取得

・見ごろパネルを年60回設置（うち新規
パネル設置6回）

・屋外花壇12回実施
・温室13回実施

・イベントに応じたインスタグラム広告
の実施　計4回（6・10・12・2月）

・Facebook、Twitterによる情報配信の
実施

・スマホアプリの導入に向け他施設の動
向を調査

・開園30周年に向けてラグーナ等の他施
設の情報収集を実施

・連合あいち、豊田自動織機労働組合に
イベント開催を提案

庶務係

・子ども用屋内遊戯施設「あそボ～ネ」
の運営

　　遊具を更新して魅力度向上を継続

・新型コロナウイルス感染拡大防止
入園ゲートでの検温、園内でのマス

ク着用の協力依頼、手指の消毒アルコ
ールの設置等、防止策の取組を継続
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担当

事業係

施設係

担当

主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

目  的

区 分 主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

【四季イベントの開催】
・フラワーフェスティバル

4/ 1～ 5/ 9　目標集客：101,500人
・サマーフェスティバル

7/17～ 8/31　目標集客：58,600人
（早朝ハスまつり　7/22～7/25　目標
集客：7,500人含む。）

・秋穫祭
9/18～11/ 3　目標集客：91,300人
（仲秋のあかり祭　9/18～9/20､9/23
～9/26　目標集客：34,000人含む。）

・ウィンターフェスティバル
11/27～ 1/17　目標集客：93,800人

・フラワーフェスティバル
3/13～ 3/31　目標集客：43,800人

【各種コンテストの開催】
・ガーデニングコンテスト
　 5/19～ 5/31　　 目標応募数： 80点
　12/ 1～12/26　　 目標応募数： 40点
・フォトコンテスト 目標応募数：300点
・川柳コンテスト　 目標応募数：500点

・クレジットカード決済の導入及び電
子マネー決済の検討
　お客様の利便性向上及び業務効率化

・園内の暑熱対策
花の大温室内の空調運転管理

　ジャブジャブ池の日差し対策の推進

・次世代メルヘン号（ＥＶ）の調査研
究

区 分

　交流をより促
進するための季
節イベントの開
催

運営
企画係

　公園の運営

・スマレジと連動型の「おてがる㎩y」
と契約し、クレジットカード及び電子
マネー決済を導入

2月 温室3店舗、デンパーク館帯催
　事、クラブハウスに導入
　　3月 BBQガーデン「ピクニック」に
　導入

（２） 都市と農村との交流の機会の提供事業（公益目的事業１）

・ガーデニングコンテスト
　 5/19～ 5/31 応募総数： 45点
　12/ 1～12/26 応募総数： 20点
・フォトコンテスト　応募総数：183点
・川柳コンテスト　　応募総数：238点

実　績

・園内の遮熱対策
大温室の夏季における使用光熱費の

調査を行い、運転条件等を作成
ジャブジャブ池南側にテント3張り

設置
・次世代メルヘン号に更新（3代目）

老朽化に伴いCO₂を排出しない、環
境にやさしい電気自動車（ＥＶ車）に
更新

　　プロポーザルによる業者決定（新明
　工業㈱）
　　デザイン及びカラーをアンケートに
　て決定
　　3/29完成（4/29開園25周年記念式典
　にてお披露目予定）

実　績

・フラワーフェスティバル
4/ 1～ 5/ 9　入園者数：63,492人

・サマーフェスティバル
7/17～ 8/31　入園者数：61,897人
（早朝ハスまつり　7/22～7/25　入園
者数：8,491人）

・秋穫祭
9/18～11/ 3　入園者数：92,574人

（仲秋のあかり祭　9/18～9/20､9/23～
   9/26　入園者数: 26,748人含む。）
・ウィンターフェスティバル

11/27～ 1/17　入園者数：118,161人
・フラワーフェスティバル

3/12～ 3/31　入園者数：44,989人

  安城産業文化公園及び道の駅デンパーク安城を活用し、都市農業の振興と市民
園芸の普及のための各種事業を提供することにより、都市と農村との交流の機会
の充実を図り、潤いとゆとりのある快適な社会環境の体感、体験を通して、地域
社会の健全な発展を目指す。
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担当

庶務係

運営
企画係

・
緑地係

緑地係

　交流をより促
進するための季
節イベントの開
催

運営
企画係

【その他イベント】
・デンパーク花マルシェの開催  4月

・メーデーフェスタ　　　　　 　5月
・田んぼアート鑑賞会　　　　　 7月
　　　　　　　　　（無料開園）
・安城市民デンパーク駅伝　　　 2月
　　　　　　　　　（無料開園）
・バレンタインフェスティバル
　 1/29～ 2/14　目標集客：19,700人

　交流をより促
進するための体
験講座等の開催

事業係

・定例講座の開催
　　平日集客に寄与する新講座開催及び
　新規受講者獲得
　　自然を活用したアウトドア体験講座
　（バーベキュー、アウトドア料理等）
　の開催

・パーソナルモビリティを活用した園
　内ガイドツアーの開催

・幼児、児童向けの体験プログラム及び
　イベントの実施
　　あそボ～ネで親子で楽しめる機会を
　提供

・花とみどりで囲まれたエリアで期間限
　定の飲食ゾーンの設置（100人）

・団体（学校、企業及び公共施設等）に
　向けた緑化指導

実　績区 分 主な計画や取組等
　※新たな取組には下線あり

・やさしいくらしマルシェ
　10/30・10/31   入園者数： 9,241人
　（市委託事業でＳＤＧｓ啓発イベント
　）
・減災まちフェスタ
　 3/13　　　　  入園者数： 4,334人

・フラワーマルシェinデンパークを4回
　開催
　 4/17・ 4/18   入園者数： 3,633人
   8/21・ 8/22   入園者数： 5,603人
　10/23・10/24   入園者数： 8,749人
  12/18・12/19   入園者数：10,910人
・メーデーフェスタ：中止
・田んぼアート鑑賞会：中止

・安城市民デンパーク駅伝：中止

・バレンタインフェスティバル
　 1/29～ 2/14   入園者数：10,122人

・新講座を開催
　エンジョイ！写真講座（冬季）
　12/ 2・12/16   参加人数：　　16人
　冬のイルミネーション写真講座
　12/ 3・12/17   参加人数：     9人
・アウトドア体験講座を開催
　燻製作り体験
　10/23～11/27   参加人数：    19人
・セグウェイを使用した園内ガイド
　ツアーを開催
　 9/19～10/17   体験者数：    40人
・6月下旬～8/15頃に短冊に願いごとを
　記入して七夕飾りを作成
・人との距離を置く必要があり、イベン
　トは未実施

・フラワーマルシェinデンパーク（春：
　4/17・4/18、秋：10/23・10/24）にお
　いて、水のステージ前広場に飲食ゾー
　ンを展開（10テーブル40席）

・安城学園と福島ひまわりプロジェクト
　を実施
・夏休み公民館講座（ヒマワリ）を開催
・岐阜県立園芸アカデミー植栽指導
・安城農業士会食育活動参加者に花苗の
　植付け指導
・知多市佐布里緑と花のふれあい公園指
　定管理者に花壇植栽の指導
・岡崎市中央公園指定管理者に花壇植栽
　の指導
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担当

事業係
・

緑地係

運営
企画係

（３） 憩いと安らぎの機会の提供事業（公益目的事業１）

目  的

区 分 主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

　花とみどりに
関する情報発信
と交流する機会
を提供

緑地係

・ルドゥーテ展開催を中心に花のイベ
ント開催 5月～7月

・初心者向け園芸講座の開催

・園内植物ガイド実施（40人）及び改善

・珍しい植物・話題性のある未公開の植
物の展示　5品種

・子どもを対象とした園芸講座及び教育
プログラムの実施　4回（うち新規1回
）

　展示会の開催
運営

企画係

・ あかりアート展 9月

・ 秋の山野草展 10月

・ 菊花展 11月

・ 新春ハンギングバスケット作品展
1月

・ フォトコンテスト優秀作品展   2月

・ その他随時実施

・初心者でも簡単 寄せ植え体験 ～手軽
にお家をXmasデコ～ を開催
11/ 6　　　　　参加人数：　　 6人

・年間を通じて26回開催　合計 165人の
参加

・41品種44回の植物の展示
（5品種が初公開）

・園芸講座及び教育プログラムを5回実
施
7/18「ハスを観察しよう」（新規）
7/31・8/1「虫をつかまえて食べる

草」
10/24「木の実を観察しよう」
11/23「落葉を観察しよう」
3/13「春を探そう」

・花とアートの祭典「ガーデナート」を
開催

（～花の宮廷画家ルドゥーテの美しきバ
ラと花々の世界～他）

 　5/22～6/27    入園者数：29,013人

実　績

・季節ごとにＣＭを制作
・報道機関向けプレスプレビューを開催
（8/5、11/25）

・報道機関の園内撮影、中継等への対応
（新聞取材、各放送局の情報番組、ニ
ュース等）

・園内マップにて、花の大温室フローラ
ルプレイス及び屋外花壇の花の見どこ
ろを紹介（毎週）

・ホームページにおいて花の見どころを
随時更新し紹介（年間約300種目）

・公益社団法人日本植物園協会主催の植
物園オンラインツアーに参加

YouTubeでデンパークの植栽及び植
物の動画を3回アップ（新規）

  安城産業文化公園及び道の駅デンパーク安城を活用し、花とみどりとのふれあ
いなど自然に親しむことにより、憩いと安らぎの機会を安定的に確保して、潤い
とゆとりのある快適な社会環境の体感を通して、地域社会の健全な発展を目指す

・あかりアート展
9/15～9/27

・秋の山野草展
10/20～10/25

・菊花展
11/ 3～11/ 8

・新春ハンギングバスケット作品展
　 1/ 2～ 1/10
・フォトコンテスト優秀作品展

2/16～ 2/28
・その他、展示を5回開催

。
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担当

　地元農産物を
使用し、その良
さを知っていた
だく契機となる
体験教室の開催

事業係

【通年開催】
・県内産の豚肉を使ったソーセージ体験

教室の開催
目標体験者数： 2,000人

・県内産小麦粉を使ったクッキー作り体
験教室の開催

目標体験者数：13,000人

【随時開催】
・四季イベントに連動した「期間限定ク

ッキ－作り体験教室」の開催
目標体験者数：   300人

・地元農産物を使用した体験教室の開催
（いちご大福・ピザ等）

目標体験者数：   100人

・和泉そうめんを使用した流しそうめ
ん体験

目標体験者数：   500人

（４） 農業を始めとする産業の振興に寄与するための機会の提供事業（公益目的事業１）

・県内産の豚肉を使ったソーセージ入り
パン作り体験教室の開催

目標体験者数： 7,500人

目  的

区 分 主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

　地域の産業振
興の活性化を図
るためのイベン
トの開催

運営
企画係

他

・ＪＡまつり共催 11月
・安城農林高等学校実習梅園の一般公開

2月～ 3月
・地元企業等の展示会

企業の新製品等を宣伝する場の提供

  安城産業文化公園及び道の駅デンパーク安城を活用し、農業を始めとする地元
産業の振興に寄与するための機会を提供することにより、地域社会の健全な発展
を目指す。

・県内産小麦粉を使ったクッキー作り体
験教室を開催

参加人数：12,968人

実　績

・県内産の豚肉を使ったソーセージ入り
パン作り体験教室を開催

参加人数： 4,793人
・地元農産物を使った期間限定クッキー

作り体験教室を開催
（いちご・抹茶等）

参加人数： 8,023人
・安城産米粉を使ったパンケーキ作り体

験教室を実施
8/23　　　 参加人数：    42人

・安城産いちごを使用したいちご大福
作り体験教室を実施
2/23・2/26・2/27、3/5・3/6

参加人数：   192人

・和泉そうめんを使用した流しそうめん
体験を実施
7/17～8/29の土日祝を中心に延べ21
日間　　　　参加人数： 1,609人

・ＪＡまつり：中止
・安城農林高等学校の実習梅園公開

2/5 ～4月上旬
・名古屋トヨペット展示会

7/31・8/1
・県内産の豚肉を使ったソーセージ体験

教室を開催　参加人数：   278人
※個人向け体験は、1人1kg（小学生以

下は1人体験可能）に変更
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担当

担当

　特定植物保全
拠点園としての
植物収集・保全

・特定植物保全拠点園としてサルビア属
ガマズミ属、ヒイラギナンテン属、ギ
ボウシ属の収集、保全及び展示

目  的

区 分 主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

（５）～（８）　植物の育成と研究事業（公益目的事業２）

区 分 主な計画や取組等
※新たな取組には下線あり

・新分野である飲食の強化
花の大温室内「カフェ＆ブロムス

ター」にて地元食材を生かしたメニ
　ュー開発による販売強化　新メニュ
　ー件数：年間4件

・商品（オリジナルおみやげ）の新規
開発

・屋外バーベキュー場　ＢＢＱガーデ
ン『ピクニック』の運営

　　地産地消を意識した食材の提供

　直営店舗での
販売事業

事業係

（９）・（１０）　物品販売に関する事業（収益事業）

目  的

　地域の環境・
特性に合う新品
種導入に関する
研究

緑地係

・新品種育成の取組と植物の公開
（5品種）

　地域の環境・
特性に合う植物
の改良・保存

・デンパークで植栽実績のある優良品種
をまとめ、公開
（一年草公開、宿根草まとめ）

・シザンサス2品種の採種と系統保存の
実施

　希少品種及び
オリジナル品種
の育成・研究

・エキウムの交配種の育成、展示、採種
ブルーアマリリス、ショクダイオオ

コンニャクの育成と開花調査
ネリネ、アマリリスの育成

　市民園芸の普及を図り、花とみどりのまちづくりに資するため、また、農業の
振興に寄与するために、地域の環境、特性に合う植物の育成研究及び品種改良に
関する事業を実施することにより、地域社会の健全な発展を目指す。

　デンパーク内の施設を最大限に生かし、多様な利用者のニーズに応えるため、
直営店舗、自動販売機、販売委託(移動販売事業者)、催事企画による販売などデ
ンパークの魅力を高める収益事業を実施する。実施に当たっては、「買う楽し
さ」の場を提供することで、入園者の増加にもつながる事業とする。

・サルビアは梨園にて20種ほど植栽
・サルビア親株の株分け更新を実施し花

の写真撮影を実施
・ガマズミ、ヒイラギナンテンは園内管

理と一部挿木を行い、ヒイラギナンテ
ンは写真撮影を実施

・ギボウシは新たに1品種導入。保有株
を株分け更新し、ガーデンルームで一
部公開。また、ギボウシ園に植栽

実　績

・カフェ＆ブロムスターで地元食材を生
かした新メニューを6件開発し、販売
（春）いちごのタルト
（夏）ベーコンエッグバーガー、

ほうじ茶かき氷、梨のかき氷
（冬）スペシャルデンバーガー、

いちごのパフェ

・市内洋菓子店と共同でオリジナルおみ
やげ（いちじくガトーバー）を新規開
発

・焼き菓子（パウンドケーキ、スコーン
）を販売している市内いちじく農家と
オリジナルおみやげを検討

・地元産の野菜をセットメニュー及びア
ラカルトメニューで提供
（提供品：チンゲン菜、大根、人参、
トマト等）

実　績

・5品種の新品種を一年草花壇で植栽し
公開
（ジギタリス、ヒマワリ、ペンタス、
マリーゴールド、パンジー）

・園内植栽の中で優良品種 73品種をガ
イドツアーで紹介
（フジ八重黒龍、サキガケアヤメ、ア
メリカノリノキ アナベル等）

・2品種の採種と系統保存を実施

・エキウムの展示を実施、現在交配種の
採種用株を育成

・ブルーアマリリスは開花せず、鉢上げ
を実施

・コンニャクの育成は継続、3月に鉢上
げを実施

・ネリネの展示及び販売を実施
・アマリリスの展示を実施
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担当

・ブランド力のある魅力的な商品の販売
　　魅力ある催事企画による販売強化
　（「くまのがっこう」展、「猫のダヤ
　ン」展等）

・「恋人の聖地」のモニュメントを活用
　した販売事業の実施
　　デンマーククローネコイン（ハート
　入り）の販売
　　　目標枚数：600枚

　販売委託事業

・既存施設・エリアを有効活用した集客
　力のあるイベントの開催
　　不思議の森で開催する屋外型恐竜展
　示「ディノランド」の管理運営
　　　年間利用者目標：52,000人

・催事企画を伴う体験やアクティビティ
　体験の販売
　　バンジートランポリン、アクアボー
　ル体験等を四季のイベントと併せて開
　催

・自動販売機による飲食物等の販売
　　設置事業者と集客予測及びイベント
　の情報を共有し、売切れによる機会損
　失を減少させ、売上を確保
　　令和4年度以降の設置業者をプロポ
　ーザル形式で選考

区 分 主な計画や取組等
　※新たな取組には下線あり

　直営店舗での
販売事業

事業係

・くまのがっこう展　旅するジャッキー
　マーケット
　 4/ 1～ 5/17　期間売上：6,382千円
・花の宮廷画家ルドゥーテの美しきバラ
　と花々の世界
　 5/22～ 7/12　期間売上：1,025千円
・わくわく恐竜迷路
　 7/17～11/ 8　期間売上：3,253千円
・猫のダヤン展
　11/13～ 2/28　期間売上：4,780千円
・シルバニアファミリー わくわく♪ピ
　クニック
　 3/12～ 3/31　期間売上：3,670千円

実　績

・花の大温室内にあるしあわせの塔「リ
　ュッケ」1階の「幸せの泉」に、デン
　マークのクローネコイン（ハートの刻
　印入り）を投げ入れる体験を実施
・クローネコインを使った工作体験を開
　催
　クローネコイン年間販売枚数：444枚

・わくわく恐竜王国「ディノランド」
　 4/ 1～ 1/17　 入場者数：42,376人
　　            入場率：10％
　（1/18～3/11　リニューアル準備のた
　め閉鎖）
　 3/12～ 3/31 リニューアルオープン
　（「空と海の競演」エリアオープン）
　　            入場者数： 5,045人
　              入場率：11％
　　年間入場者数：47,421人
　　年間入場率：10％
　※「空と海の競演～海の絶対王者モサ
　　サウルスVS史上最大の翼竜ケツァル
　　コアトルス～」をテーマとした新エ
　　リアを拡張し、3/12リニューアルオ
　　ープン

・アクティビティ体験の販売
　　期間：4/1～3/31
　　売上実績：4,023千円

・自動販売機実績：6,562千円
　　年間イベント計画に基づき需要を予
　測
　　令和4年度以降の設置事業者をプロ
　ポーザルにより決定
　　別途4台増設（計24台）
　　道の駅は、物販（お菓子）付属の自
　動販売機へ入れ替えを検討
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５　諸実績の推移
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６　計算書類

令和4年3月31日 現在
(単位：円)

科  目 当年度 前年度 増減

Ⅰ  資産の部

 1　流動資産

 現金預金

 現金 10,328,621 6,038,406 4,290,215

 普通預金 105,988,777 122,500,868 △16,512,091

 定期預金 80,000,000 80,000,000 0

 現金預金合計 196,317,398 208,539,274 △12,221,876

 商品 2,943,518 3,157,499 △213,981

 未収金 18,646,261 12,250,372 6,395,889

 仮払金 78,300 108,700 △30,400

 貯蔵品 114,063 112,819 1,244

   流動資産合計 218,099,540 224,168,664 △6,069,124

 2　固定資産

(1)基本財産

   定期預金 101,000,000 101,000,000 0

　基本財産合計 101,000,000 101,000,000 0

(2)特定資産

 退職給付引当預金 106,269,414 97,369,414 8,900,000

 特定資産合計 106,269,414 97,369,414 8,900,000

　固定資産合計 207,269,414 198,369,414 8,900,000

 資産合計 425,368,954 422,538,078 2,830,876

Ⅱ　負債の部

 1　流動負債

 未払金 89,228,887 95,222,028 △5,993,141

 預り金 3,917,334 3,970,970 △53,636

 前受金 44,100 26,800 17,300

 仮受金 △55,700 136,900 △192,600

 　流動負債合計 93,134,621 99,356,698 △6,222,077

 2　固定負債 0

 退職給付引当金 106,269,414 97,369,414 8,900,000

　固定負債合計 106,269,414 97,369,414 8,900,000

 負債合計 199,404,035 196,726,112 2,677,923

Ⅲ  正味財産の部

 1　指定正味財産 101,000,000 101,000,000 0

 基本財産 101,000,000 101,000,000 0

   （うち基本財産への充当額） (101,000,000) (101,000,000) 0

 2　一般正味財産 124,964,919 124,811,966 152,953

　正味財産合計 225,964,919 225,811,966 152,953

 負債及び正味財産合計 425,368,954 422,538,078 2,830,876

１　貸借対照表
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(単位：円)

科　　目 当　年　度 前 年 度 増　　減

1 Ⅰ 一般正味財産増減の部

2 1. 経常増減の部

3 (1)経常収益

4 ①基本財産運用益 101,210 121,534 △20,324

5  基本財産受取利息 101,210 121,534 △20,324

6 ②特定資産運用益 65,712 178,629 △112,917

7  特定資産受取利息 65,712 178,629 △112,917

8 ③事業収益 670,267,724 587,576,388 82,691,336

9  管理運営委託料等収益 335,200,000 332,200,000 3,000,000

10 　指定管理料収益 332,200,000 332,200,000 0

11 イベント受託収益 3,000,000 0 3,000,000

12  施設利用等収益 209,989,943 155,888,151 54,101,792

13  入園料収益 186,023,769 138,018,001 48,005,768

14  研修室等利用料収益 904,674 387,300 517,374

15  遊戯施設利用料収益 23,061,500 17,482,850 5,578,650

16 　教室講座受講料収益 32,242,909 21,542,420 10,700,489

17  　教室講座受講料収益 32,242,909 21,542,420 10,700,489

18 　物品販売等事業収益 92,834,872 77,945,817 14,889,055

19  販売事業収益 71,672,338 57,766,372 13,905,966

20  販売委託等事業収益 21,162,044 16,275,228 4,886,816

21  雑収益 490 3,904,217 △3,903,727

22 ④運営協力金等収益 8,978,840 7,124,022 1,854,818

23 テナント運営協力金収益 8,530,255 6,833,022 1,697,233

24 その他協力金収益 448,585 291,000 157,585

25 ⑤雑収益 19,892,994 51,385,844 △31,492,850

26  雑収益 19,892,994 51,385,844 △31,492,850

27  経常収益計 699,306,480 646,386,417 52,920,063

28 (2)経常費用

29 ①事業費 687,436,066 633,891,968 53,544,098

30  諸謝金 1,986,000 1,455,700 530,300

31  給料手当 130,754,351 128,524,630 2,229,721

32  福利厚生費 31,383,972 31,940,465 △556,493

33  臨時雇賃金 88,200,074 82,293,865 5,906,209

34  被服費 832,186 2,146,519 △1,314,333

35  旅費交通費 14,774 169,510 △154,736

36  消耗品費 19,169,362 15,195,696 3,973,666

37  消耗器具備品費 1,154,017 887,420 266,597

38  光熱水料費 55,600,571 56,844,638 △1,244,067

39  燃料費 965,195 837,696 127,499

40  原材料費 23,283,181 19,747,938 3,535,243

41  肥料農薬費 1,327,685 1,145,718 181,967

42  種苗費 24,296,485 20,950,592 3,345,893

43  印刷製本費 6,504,190 4,186,520 2,317,670
44  集客促進費 177,800 91,216 86,584

45  通信運搬費 1,028,678 829,367 199,311

46  保険料 1,102,180 1,163,800 △61,620

47  広告料 20,775,700 10,667,219 10,108,481

２　正味財産増減計算書

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで
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科　　目 当　年　度 前 年 度 増　　減

48  手数料 3,339,540 2,312,334 1,027,206

49  委託費 174,786,279 151,683,563 23,102,716

50  修繕費 14,945,233 14,411,963 533,270

51  使用料及び賃借料 4,502,870 3,634,287 868,583

52  租税公課 28,795,510 28,546,810 248,700

53  負担金 11,165,100 11,173,611 △8,511

54  退職給付費用 8,660,000 10,720,000 △2,060,000

55  売上原価 32,679,757 32,300,731 379,026

56 　期首商品棚卸高 3,157,499 5,617,334 △2,459,835

57 　当期商品仕入高 32,465,776 29,840,896 2,624,880

58 　期末商品棚卸高 △2,943,518 △3,157,499 213,981

59  雑費 2,736 28,840 △26,104

60  交際費 2,640 1,320 1,320

61 ②管理費 11,747,553 10,634,665 1,112,888

62  役員報酬 37,500 52,500 △15,000

63  諸謝金 396,000 406,000 △10,000

64  給料手当 3,643,072 3,530,361 112,711

65  福利厚生費 2,925,599 2,998,756 △73,157

66  被服費 0 0 0

67  旅費交通費 0 0 0

68  交際費 0 0 0

69  消耗品費 176,910 173,142 3,768

70  消耗器具備品費 209,000 0 209,000

71  通信運搬費 8,400 0 8,400

72  保険料 88,000 88,200 △200

73  手数料 125,376 106,260 19,116

74  委託費 2,121,900 1,193,500 928,400

75  使用料及び賃借料 519,696 519,696 0

76  租税公課 3,400 2,550 850

77  負担金 1,252,700 1,262,700 △10,000

78  退職給付費用 240,000 301,000 △61,000

79  経常費用計 699,183,619 644,526,633 54,656,986

80  当期経常増減額 122,861 1,859,784 △1,736,923

81 2. 経常外増減の部

82 (1)経常外収益

83  過年度修正益 80,720 0 80,720

84  経常外収益計 80,720 0 80,720

85 (2)経常外費用

86  過年度修正損 50,628 0 50,628

87  経常外費用計 50,628 0 50,628

88  当期経常外増減額 30,092 0 30,092

89  他会計振替額 0 0 0

90  当期一般正味財産増減額 152,953 1,859,784 △1,706,831

91  一般正味財産期首残高 124,811,966 122,952,182 1,859,784

92  一般正味財産期末残高 124,964,919 124,811,966 152,953

93 Ⅱ 指定正味財産増減の部

94  当期指定正味財産増減額 0 0 0

95  指定正味財産期首残高 101,000,000 101,000,000 0

96  指定正味財産期末残高 101,000,000 101,000,000 0

97 Ⅲ 正味財産期末残高 225,964,919 225,811,966 152,953
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(単位：円)

公益目的事業1 公益目的事業2 共通 小計

1 Ⅰ 一般正味財産増減の部

2 1. 経常増減の部

3 (1)経常収益

4 ①基本財産運用益 101,210 0 0 101,210 0 0 101,210

5 基本財産受取利息 101,210 0 0 101,210 0 0 101,210

6 ②特定資産運用益 65,712 0 0 65,712 0 0 65,712

7 特定資産受取利息 65,712 0 0 65,712 0 0 65,712

8 ③事業収益 245,232,852 0 320,452,447 565,685,299 92,834,872 11,747,553 670,267,724

9 管理運営委託料等収益 3,000,000 0 320,452,447 323,452,447 0 11,747,553 335,200,000

10 　指定管理料収益 0 0 320,452,447 320,452,447 0 11,747,553 332,200,000

11 イベント受託収益 3,000,000 0 0 3,000,000 0 0 3,000,000

12  施設利用等収益 209,989,943 0 0 209,989,943 0 0 209,989,943

13  入園料収益 186,023,769 0 0 186,023,769 0 0 186,023,769

14  研修室等利用料収益 904,674 0 0 904,674 0 0 904,674

15  遊戯施設利用料収益 23,061,500 0 0 23,061,500 0 0 23,061,500

16 　教室講座受講料収益 32,242,909 0 0 32,242,909 0 0 32,242,909

17  　教室講座受講料収益 32,242,909 0 0 32,242,909 0 0 32,242,909

18 　物品販売等事業収益 0 0 0 0 92,834,872 0 92,834,872

19  販売事業収益 0 0 0 0 71,672,338 0 71,672,338

20  販売委託等事業収益 0 0 0 0 21,162,044 0 21,162,044

21  雑収益 0 0 0 0 490 0 490

22 ④運営協力金等収益 8,978,840 0 0 8,978,840 0 0 8,978,840

23 テナント運営協力金収益 8,530,255 0 0 8,530,255 0 0 8,530,255

24  その他協力金収益 448,585 0 0 448,585 0 0 448,585

25 ⑤雑収益 19,892,994 0 0 19,892,994 0 0 19,892,994

26 雑収益 19,892,994 0 0 19,892,994 0 0 19,892,994

27  経常収益計 274,271,608 0 320,452,447 594,724,055 92,834,872 11,747,553 699,306,480

28 (2)経常費用

29 ①事業費 592,710,747 7,645,682 0 600,356,429 87,079,637 687,436,066

30 諸謝金 1,986,000 0 0 1,986,000 0 1,986,000

内部取
引消去

公益目的事業会計

正味財産増減計算書（内訳表）

科  目 収益事業会計 法人会計 合計

令和3年4月1日から令和4年3月31日まで
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公益目的事業1 公益目的事業2 共通 小計
内部取
引消去

公益目的事業会計
科  目 収益事業会計 法人会計 合計

31  給料手当 113,898,000 3,845,991 0 117,743,991 13,010,360 130,754,351

32  福利厚生費 26,960,576 728,606 0 27,689,182 3,694,790 31,383,972

33  臨時雇賃金 67,058,410 2,140,373 0 69,198,783 19,001,291 88,200,074

34  被服費 741,176 0 0 741,176 91,010 832,186

35  旅費交通費 10,940 0 0 10,940 3,834 14,774

36  消耗品費 16,557,874 62,586 0 16,620,460 2,548,902 19,169,362

37  消耗器具備品費 0 0 0 0 1,154,017 1,154,017

38  光熱水料費 53,819,489 0 0 53,819,489 1,781,082 55,600,571

39  燃料費 885,195 80,000 0 965,195 0 965,195

40  原材料費 16,660,788 280,401 0 16,941,189 6,341,992 23,283,181

41  肥料農薬費 1,258,110 69,575 0 1,327,685 0 1,327,685

42  種苗費 24,257,813 38,672 0 24,296,485 0 24,296,485

43  印刷製本費 6,504,190 0 0 6,504,190 0 6,504,190

44  集客促進費 177,800 0 0 177,800 0 177,800

45  通信運搬費 1,001,673 2,068 0 1,003,741 24,937 1,028,678

46  保険料 1,067,790 0 0 1,067,790 34,390 1,102,180

47  広告料 20,775,700 0 0 20,775,700 0 20,775,700

48  手数料 2,760,966 0 0 2,760,966 578,574 3,339,540

49  委託費 174,641,790 98,010 0 174,739,800 46,479 174,786,279

50  修繕費 14,945,233 0 0 14,945,233 0 14,945,233

51  使用料及び賃借料 3,940,864 0 0 3,940,864 562,006 4,502,870

52  租税公課 24,200,460 0 0 24,200,460 4,595,050 28,795,510

53  負担金 11,138,700 26,400 0 11,165,100 0 11,165,100

54  退職給付費用 7,457,000 273,000 0 7,730,000 930,000 8,660,000

55  売上原価 0 0 0 0 32,679,757 32,679,757

56 　期首商品棚卸高 0 0 0 0 3,157,499 3,157,499

57 　当期商品仕入高 0 0 0 0 32,465,776 32,465,776

58 　期末商品棚卸高 0 0 0 0 △2,943,518 △2,943,518

59  雑費 1,570 0 0 1,570 1,166 2,736

60  交際費 2,640 2,640 2,640

61 ②管理費 11,747,553 11,747,553

62 役員報酬 37,500 37,500

63  諸謝金 396,000 396,000
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公益目的事業1 公益目的事業2 共通 小計
内部取
引消去

公益目的事業会計
科  目 収益事業会計 法人会計 合計

64  給料手当 3,643,072 3,643,072

65  福利厚生費 2,925,599 2,925,599

66  被服費 0 0

67  旅費交通費 0 0

68  交際費 0 0

69  消耗品費 176,910 176,910

70  消耗器具備品費 209,000 209,000

71  通信運搬費 8,400 8,400

72  保険料 88,000 88,000

73  手数料 125,376 125,376

74  委託費 2,121,900 2,121,900

75  使用料及び賃借料 519,696 519,696

76  租税公課 3,400 3,400

77  負担金 1,252,700 1,252,700

78  退職給付費用 240,000 240,000

79  経常費用計 592,710,747 7,645,682 0 600,356,429 87,079,637 11,747,553 699,183,619

80  当期経常増減額 △318,439,139 △7,645,682 320,452,447 △5,632,374 5,755,235 0 122,861

81 2. 経常外増減の部

82 (1)経常外収益

83 過年度修正益 80,720 0 0 80,720 0 0 80,720

84 経常外収益計 80,720 0 0 80,720 0 0 80,720

85 (2)経常外費用

86 過年度修正損 0 0 0 0 50,628 0 50,628

87 経常外費用計 0 0 0 0 50,628 0 50,628

88  当期経常外増減額 80,720 0 0 80,720 △50,628 0 30,092

89  他会計振替額 0 0 2,108,254 2,108,254 △2,108,254 0 0

90  当期一般正味財産増減額 △318,358,419 △7,645,682 322,560,701 △3,443,400 3,596,353 0 152,953

91  一般正味財産期首残高 0 0 57,454,267 57,454,267 66,357,699 1,000,000 124,811,966

92  一般正味財産期末残高 △318,358,419 △7,645,682 380,014,968 54,010,867 69,954,052 1,000,000 124,964,919

93 Ⅱ 指定正味財産増減の部

94  当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0

95  指定正味財産期首残高 0 0 101,000,000 101,000,000 0 0 101,000,000

96  指定正味財産期末残高 0 0 101,000,000 101,000,000 0 0 101,000,000

97 Ⅲ 正味財産期末残高 △318,358,419 △7,645,682 481,014,968 155,010,867 69,954,052 1,000,000 225,964,919
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３ 財務諸表に対する注記 

１．継続事業の前提に関する注記 

 継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。 

２．重要な会計方針 

平成 25 年度事業から「公益法人会計基準」（平成 20 年 4 月 11 日 平成 21 年 10 月 16

日改正内閣府公益認定等委員会）を採用している。 

（１） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品・・・移動平均法に基づく原価法によっている。

（２） 引当金の計上基準

退職給付引当金・・・職員の退職給付の支給に備えるため、期末自己都合支給額に

相当する金額を計上している。 

（３） 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

３．会計方針の変更 

該当なし 

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 (単位：円) 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 

定期預金 101,000,000 0 0 101,000,000 

小  計 101,000,000 0 0 101,000,000 

特定資産 

退職給付引当資産 97,369,414 8,900,000 0 106,269,414 

小 計 97,369,414 8,900,000 0 106,269,414 

合 計 198,369,414 8,900,000 0 207,269,414 

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 (単位：円) 

科 目 当期末残高 
（うち指定正味財産

からの充当額） 

（うち一般正味財

産からの充当額）

（うち負債に対応す

る額） 

基本財産 

定期預金 101,000,000 (101,000,000) ― ― 

小  計 101,000,000 (101,000,000) ― ― 

特定資産 

退職給付引当資産 106,269,414 ― ― (106,269,414) 

小 計 106,269,414 ― ― (106,269,414) 

合 計 207,269,414 （101,000,000） ― (106,269,414) 
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６．担保に供している資産 

該当なし 

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

該当なし 

８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高 

貸倒引当金なし 

９．債務保証等の偶発債務 

該当なし 

10. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし

11. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

該当なし

12. 基金及び代替基金の増減額及びその残高

該当なし

13. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

該当なし

14. 関連当事者との取引内容

該当なし

15. キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲及び重要な非資金取引

大規模法人に該当しないため、キャッシュ・フロー計算書の作成義務なし

16. 重要な後発事象

該当なし
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４ 附属明細書 

１．基本財産及び特定資産の明細 

(単位：円) 

２．引当金の明細 

(単位：円) 

科 目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

退職給付

引当金 97,369,414 8,900,000 0 0 106,269,414 

合 計 
97,369,414 8,900,000 0 0 106,269,414 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産 

定期預金 101,000,000 0 0 101,000,000 

小 計 101,000,000 0 0 101,000,000 

特定資産 

退職給付引当資産 97,369,414 8,900,000 0 106,269,414 

小 計 97,369,414 8,900,000 0 106,269,414 

合 計 198,369,414 8,900,000 0 207,269,414 
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令和4年3月31日現在
（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金 10,328,621

普通預金 105,988,777

　あいち中央農協　本店 運転資金 43,334,566

　あいち中央農協　本店 運転資金 33,477,607

　あいち中央農協　本店 運転資金 16,337,408

　あいち中央農協　本店 運転資金 8,470,433

　あいち中央農協　本店 運転資金 4,368,763

　碧海信用金庫　　本店 運転資金 0

定期預金 　あいち中央農協　本店 運転資金 80,000,000

未収金 18,646,261

安城市 入園料、体験料の未収分（公益目的事業） 10,327,220

㈱ネクスト等テナント 運営協力金等の未収分（公益目的事業） 3,272,747

i･JTB･ｾﾌﾞﾝﾁｹｯﾄ等旅行社 入園料・教室講座受講料の未収分（公益目的事業） 2,585,469

トヨタファイナンス等 自販機・物販等の未収分（収益事業） 2,460,825

仮払金 ㈱ネクスト 安城市職員互助会等 78,300

商品 販売用商品 在庫（収益事業） 2,943,518

貯蔵品 収入印紙・切手 公益目的事業 114,063

流動資産合計 218,099,540

（固定資産）

基本財産 101,000,000

　定期預金 あいち中央農協　本店 公益目的事業の保有財産 101,000,000

特定資産 106,269,414

　退職給付引当資産 定期預金 106,269,414

 あいち中央農協　本店 退職給付引当金に見合う引当資産 92,798,474

　碧海信用金庫　本店 退職給付引当金に見合う引当資産 13,470,940

固定資産合計 207,269,414

資産合計 425,368,954

（流動負債）

未払金 89,228,887

深津園芸㈱等 施設保守点検業務委託等の未払金（公益目的事業） 75,549,898

㈲森次エンターテインメント等 商品仕入れ、企画展等の未払金（収益事業） 12,746,481

カミヤ産業㈱等 勤怠管理システム保守等の未払金（法人会計） 932,508

預り金 3,917,334

職員、臨時職員等 所得税・社会保険料等 2,133,479

施設利用者等 共通商品券等 1,783,855

仮受金 サルビアギフトカード等 テナントへの前振込 △ 55,700

前受金 ㈱さとふる等 施設利用料、体験料の予約金 44,100

流動負債合計 93,134,621

（固定負債）

退職給付引当金 職員の退職金支払いに備えたもの 106,269,414

固定負債合計 106,269,414

負債合計 199,404,035

正味財産 225,964,919

５　財産目録

貸借対照表科目
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監 査 報 告 書 

令和４年４月２８日 

公益財団法人安城都市農業振興協会 

理事長 神 谷  学 様 

公益財団法人安城都市農業振興協会 

監 事 鈴 木 重 幸智 

監 事 林 武 宏 

私たち監事は、令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの事業年度の理事

の職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告し

ます。 

１ 監査の方法及びその内容 

各監事は、理事等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境整備に努める

とともに、理事会等の会議に出席し、理事等からその職務の執行状況について報

告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産

の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告

について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計

算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目

録について検討いたしました。 

２ 監査意見 

（１）事業報告等の監査結果

ア 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認

めます。 

イ 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重

大な事実は認められません。 

（２）計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況を

すべての重要な点において適正に示しているものと認めます。 
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